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第
四
四
二
回 

青
葉
会
句
会
選
句
表 

 

令
和
五
年
二
月
二
十
三
日 

於
：
三
軒
茶
屋 

世
田
谷
区
施
設 

選 
 

者 
 
 

川
口
孤
舟 

 

出
席
者 

 
 
 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

後
藤
と
み
子 

在
間
千
恵 

 

佐
藤
忠
重
（
た
だ
し
げ
） 

西
澤
國
護 

豊
田
穣
（
ゆ
た
か
） 

長
谷
見
敏
（
び
ん
） 

 

古
田
昇 

星
田
啓
子 

山
崎
亜
也 

 

投
句
・
選
句 

 
伊
賀
山
そ
ら
お 

熊
谷
國
男
（
く
に
お→

表
記
は
「
く
」）
小
早
健
介 

朱
牟
田
静
雄
（
恵
洲
） 

 
高
橋
康
敏 

土
谷
堂
哉 

中
川
雅
夫 

福
島
正
明 

山
田
啓
子
（
け
い
子
） 

山
内
天
牛 

 
渡
邊
盛
雄 

 

 

投
句
の
み 

 
 

宮
内
規
雄 

選
句
の
み 

 
 

梅
崎
哲
雄
（
く
す
を→

表
記
は
「
く
す
」
・
新
人
） 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

古
川
百
合
子
（
新
人
） 

山
本
三
恵 

 

【
互
選
句
】 

十
一
点
◎
火
の
散
華
奈
良
に
居
座
る
余
寒
あ
り 
盛
雄 

（
そ
・
紀
・
く
す
・
孤
・
く
・
堂
・
康
・
昇
・
啓
・
百
・
け
） 

 

十
点 

 

野
焼
の
火
風
を
孕
み
て
咆
哮
す 

 
 
  

孤
舟 
（
紀
・
健
・
康
・
堂
・
雅
・
允
・
百
・
〇
亜
・
三
・
天
） 

 

九
点 

◎
薄
氷
（
う
す
ら
ひ
）
を
つ
い
割
っ
て
み
る
陽
ざ
し
か
な 

 
亜
也 

（
紀
・
孤
・
と
・
〇
千
・
孝
・
恵
・
た
・ 

び
・
盛) 

 

八
点 

◎
永
き
日
を
船
ゆ
っ
た
り
と
軋
み
合
う 

     

び
ん 

 

（
〇
そ
・
紀
・
忠
・
〇
孤
・
く
・
清
・
百
・
天
） 

野
仏
は
伏
し
目
が
ち
な
り
余
寒
か
な 

 
 

け
い
子 

 

（
紀
・
く
す
・
五
・
た
・
孝
・
雅
・
百
・
盛
） 

 

七
点 

 

露
天
風
呂
頬
に
春
風
目
に
は
富
士 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
〇
く
す
・
忠
・
千
・
ゆ
・
昇
・
〇
盛
） 

 

六
点 

 

春
潮
を
零
し
活
魚
の
運
搬
車 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
く
・
康
・
〇
堂
・
〇
啓
・
〇
百
） 

木
の
芽
和
よ
そ
ふ
小
鉢
を
決
め
て
を
り 

 

と
み
子 
 
 

（
紀
・
く
す
・
千
・
恵
・
清
・
堂
） 

武
蔵
野
の
名
残
と
ど
め
て
霜
柱 

 
 
 
 
  

國
護 

 
 

（
紀
・
く
・
と
・
た
・
け
・
天
） 

 

五
点 

 

春
疾
風
さ
っ
そ
う
バ
イ
ク
の
若
き
僧 

 
 
 

健
介 

 
 

（
そ
・
紀
・
龍
・
け
・
盛
） 

春
泥
に
草
鞋
は
く
と
や
丹
波
牛 

 
 
 
 

と
み
子   

 

（
紀
・
五
・
啓
・
百
・
〇
三
） 

◎
涅
槃
図
の
末
席
の
象
鼻
を
上
ぐ 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
孤
・
五
・
恵
・
三
） 

◎
重
な
り
て
盛
上
が
る
絵
馬
梅
日
和 

 
 
 
 

康
敏 

 
 

（
紀
・
孤
・
と
・
恵
・
び
） 

初
音
聞
く
法
然
院
の
方
丈
に 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
〇
健
・
龍
・
國
・
び
） 

故
郷
の
梅
咲
く
便
り
帰
心
湧
く 

 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
孝
・
堂
・
國
・
昇
） 

春
め
き
て
改
札
口
に
待
ち
合
は
す 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
〇
孝
・
隆
・
允
・
け
） 

◎
菜
の
花
の
揚
げ
ら
れ
て
な
ほ
ほ
ろ
苦
し 

 
  

啓
子 

 
 

（
紀
・
孤
・
清
・
ゆ
・
亜
） 

◎
い
っ
と
き
を
樹
々
に
化
粧
す
春
の
雪 

 
 
 
 

仝 
   

（
孤
・
〇
た
・
清
・
國
・
び
） 

 

四
点 

 

縄
跳
び
が
出
来
て
孫
に
も
春
来
た
る 

 
 
 

忠
彦 

 
 

（
紀
・
五
・
清
・
雅
） 

冬
深
し
老
舗
雑
誌
も
休
止
と
か 

 
 
 
 

 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
健
・
恵
・
龍
） 

マ
ク
ベ
ス
に
魔
女
の
甘
言
春
隣 

 
 
 
 

五
郎
太 

  
 

（
紀
・
千
・
昇
・
啓
） 
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湖
の
果
て
比
良
の
残
雪
夕
陽
中 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

（
紀
・
恵
・
康
・
允
） 

老
い
て
な
ほ
チ
ョ
コ
待
つ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日 

   
 

昇 
 
 

（
紀
・
堂
・
雅
・
正
） 

路
地
裏
の
一
隅
照
ら
す
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
   

 

仝 
 
 

（
紀
・
雅
・
允
・
天
） 

春
う
ら
ら
パ
ン
ケ
ー
キ
屋
に
列
長
し 

 
 
       

啓
子 

 
 

（
紀
・
く
・
〇
正
・
天
） 

◎
芝
の
上
に
か
ぎ
ろ
ひ
立
て
る
陽
ざ
し
か
な 

 
   

  

亜
也 

  
 
(

紀
・
孤
・
び
・
允)

 

 

春
告
魚
寄
す
江
差
余
市
は
群
来
と
か
や  

 
 
   

  

仝 
 
 

（
紀
・
恵
・
啓
・
三
） 

 

三
点 

 

寒
さ
耐
え
瓦
礫
の
下
で
救
助
待
ち 

 
 
 
 
    

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
忠
・
ゆ
） 

◎
昨
今
の
鬼
は
強
盗
豆
を
撒
く 

 
 
 
 
 
 
     

忠
彦 

 
 

（
紀
・
孤
・
健
） 

初
雪
や
消
え
て
も
喜
び
残
り
け
り 

 
 
 
 
      

 

仝 
 
 

（
紀
・
龍
・
ゆ
） 

心
中
は
あ
つ
さ
り
演
ず
春
芝
居 

 
 
 
 

 
 
 
  

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
隆
・
亜
） 

春
た
ち
ぬ
イ
ン
ド
更
紗
の
紅
き
縞 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

仝 
 
 

（
紀
・
く
す
・
〇
康
） 

き
さ
ら
ぎ
や
非
道
一
年
天
怒
る 

 
 
  

   
     

健
介 

 
 

（
紀
・
ゆ
・
正
） 

寂
し
気
な
広
場
に
一
本
寒
桜 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
孝
・
國
） 

春
な
の
に
ギ
プ
ス
に
自
由
を
奪
わ
れ
て 

 
 
 

 
 
 
  

仝 
 
 

（
紀
・
忠
・
と
） 

 

晴
れ
わ
た
る
立
春
の
空
ス
ノ
ー
ム
ー
ン 

 
     

 
 

仝 
 
 

（
紀
・
五
・
龍
） 

梅
咲
い
て
皆
口
々
に
兜
太
の
句 

 
 
  

 
      

康
敏 

 
 

（
紀
・
〇
昇
・
三
） 

庭
静
か
沙
羅
は
新
芽
を
見
よ
と
立
つ 

 
 
 
 
   

雅
夫 

 
 

（
紀
・
孝
・
ゆ
） 

◎
校
庭
の
声
が
聞
こ
え
る
雪
合
戦 

 
 
 
 
 
 
    

國
護 

 
 

（
紀
・
孤
・
正
） 

鴎
忌
（
か
も
め
き
）
や
鉄
鎖
に
舫
ふ
氷
川
丸 

    
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
昇
・
け
） 

奥
深
く
隠
さ
れ
た
も
の
残
り
雪 

 
 
 
 
 
 
   

正
明 

 
 

（
紀
・
と
・
啓
） 

足
を
棒
目
を
皿
に
し
て
探
梅
行 

 
 
 
 
 
 
     

昇 
 
 

（
紀
・
忠
・
隆
） 

麗
か
や
母
の
寝
顔
に
笑
み
浮
か
ぶ 

 
 
 
 
   

  

啓
子 

 
 

（
そ
・
〇
紀
・
〇
と
） 

亡
き
妻
の
生
ま
れ
変
わ
り
や
梅
の
花 

 
 
 
 
    

規
雄 

 
 

（
紀
・
そ
・
隆
） 

初
午
や
鳥
居
の
赤
の
鮮
や
か
さ 

 
 
 
 
      

け
い
子 
 
 

（
紀
・
く
す
・
天
） 

春
光
や
女
医
と
ア
ラ
ン
を
語
り
合
ふ 

 
 
  

 
   

天
牛 

 
 

（
紀
・
〇
五
・
亜
） 

昭
和
か
ら
非
戦
の
さ
け
び
菜
の
花
忌 

 
 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 

（
紀
・
た
・
隆
） 

 

二
点 

 

春
を
待
つ
国
境
ま
た
ぎ
大
地
震 

 
 
 
 
 
 
  

そ
ら
お 

 
 

（
紀
・
び
） 

宿
酔
を
醒
ま
す
ボ
ル
シ
チ
蜆
汁 

 
 
 
 

  
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
紀
・
盛
） 

春
な
れ
や
虎
狂
（
と
ら
き
ち
）
一
家
の
血
が
騒
ぐ 

  
 

仝 
 
 

（
龍
・
〇
允
） 

節
分
や
「
三
人
吉
三
」
の
大
入
り
に 

 
 
 
 

 
  

 

仝 
 
 

（
千
・
正
） 

き
さ
ら
ぎ
の
酒
蔵
句
会
断
念
す 

 
 
 
 
 

 
  

 
 

仝 
  

 

（
健
・
正
） 

足
元
に
朝
の
天
使
か
寒
雀 

 
 
 
 
 
 
 
     

忠
彦 

 
 

（
紀
・
け
） 

雀
隠
れ
仔
犬
は
鎖
外
さ
れ
て 

 
 
 
 
 
 
   

  

孤
舟 

 
 

（
紀
・
康
） 

咲
き
分
け
の
き
ん
と
ん
甘
き
二
月
か
な 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
亜
） 

樹
の
枝
に
ふ
つ
く
ら
と
し
て
巣
立
鳥 

 
 
    

 

と
み
子 

 
 

（
紀
・
そ
） 

た
っ
ぷ
り
と
心
に
栄
養
春
歌
舞
伎 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
   

（
紀
・
忠
） 

厄
落
と
し
大
き
な
声
で
「
鬼
は
外
」 

 
 
 
  

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
隆
） 

姫
竹
の
天
ぷ
ら
嬉
し
春
間
近 

 
 
 
 
 
   

 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
千
） 

梅
愛
で
つ
居
酒
屋
で
酌
む
酒
旨
し 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
國
） 

温
室
の
紅
バ
ラ
の
名
は
黒
真
珠 

 
 
 
 
 
  

   

び
ん 

 
 

（
紀
・
清
） 
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公
園
に
幼
児
の
声
や
梅
香
る 

 
 
 
 
 
 
 
  

正
明 

 
 

（
紀
・
た
） 

今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
退
治
と
鬼
や
ら
ひ 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
雅
） 

節
分
や
逢
魔
が
時
の
お
に
は
そ
と 

 
 
 
 
 
  

啓
子 

 
  

（
紀
・
三
） 

 

一
点 

 

転
ば
ぬ
よ
う
達
磨
見
な
ら
ふ
梅
見
坂 

 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
盛
） 

春
旅
や
秘
湯
巡
り
の
待
ち
遠
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
國
） 

恵
方
巻
食
べ
て
明
日
の
春
を
待
つ 

 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 
 

（
紀
） 

砕
氷
船
舳
先
は
未
来
へ
と
向
か
ふ 

 
 
 
   

 

孤
舟 

 
 

（
健
） 

喉
越
し
の
白
魚
の
味
問
は
れ
て
も 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
亜
） 

甘
夏
の
黄
色
に
浮
か
ぶ
南
の
地 

 
 
 
 
 

 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
） 

こ
の
星
に
八
十
億
も
寒
に
入
る 

 
 
 
 
 

 
  

千
恵 

 
 

（
紀
） 

愛
の
日
や
チ
ョ
コ
は
も
は
や
吾
の
た
め 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

氷
筍
の
透
き
通
っ
た
る
寒
さ
か
な 

 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
  

（
紀
） 

鹿
猪
美
味
熊
狸
不
味
薬
喰
ひ 

 
 
 
 
 
 
 
 

恵
洲 

 
 

（
紀
） 

中
断
の
ま
ま
の
家
普
請
（
や
ぶ
し
ん
）
冬
ざ
る
る  

 

仝 
 
  

（
紀
） 

霏
霏
と
し
て
幹
に
張
り
付
く
春
の
雪 

 
 
 
  

く
に
お       (

紀
） 

雪
の
街
破
壊
哀
し
や
無
残
な
り 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か  

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

庭
に
積
む
初
雪
眺
め
つ
酒
を
酌
む 

 
 
 
  

  
 

仝 
   

（
紀
） 

春
立
つ
や
句
題
求
め
て
ぶ
ら
歩
き 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

百
年
の
家
毀
さ
れ
つ
花
の
中 

 
 
 
 
 
 
   

び
ん 

 
 

（
紀
） 

護
摩
を
焚
き
健
康
祈
る
初
不
動 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

流
鏑
馬
の
馬
場
は
田
中
や
梅
二
月 

 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

（
紀
） 

友
を
待
ち
冬
枯
れ
庭
に
温
（
ぬ
く
）
さ
が
す 

 
  

雅
夫 

 
 

（
紀
） 

芝
に
雪
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
赤
ワ
イ
ン 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

（
紀
） 

合
格
に
祝
い
を
何
に
老
夫
婦 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

暖
炉
に
は
匂
い
漂
う
シ
チ
ュ
ー
鍋 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

騒
々
し
暮
る
る
上
野
の
冬
鴉 

 
 
 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
 

（
紀
） 

梅
の
花
や
わ
ら
か
く
風
吹
き
に
け
り 

 
 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
紀
） 

蒸
う
に
の
罐
は
大
枚
は
た
く
価
値 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 

（
紀
） 

わ
ら
び
餅
カ
ロ
リ
ー
調
べ
て
購
へ
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
） 

行
く
人
へ
標
は
清
か
遍
路
道 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
） 

要
支
援
要
介
護
の
会
春
に
入
る 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

（
紀
） 

 

 
 
 
 
 

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§ 

【
句 

評
】 

 
 

十
一
点
句 

◎
火
の
散
華
奈
良
に
居
座
る
余
寒
あ
り 

 
  

盛
雄 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
東
大
寺
の
お
水
取
り
が
行
わ
れ
る
夜
は
、
ま
さ
に
寒
気
が
足
元
か
ら
這
い
上
が
る
感
じ
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
東
大
寺
二
月
堂
で
の
修
二
会
の
一
つ
「
お
水
取
」
の
景
だ
と
思
う
。
修
二
会
の
行
の
圧
巻
は 

夜
更
け
て
か
ら
の
「
籠
松
明
」
と
「
お
水
取
」。
そ
の
「
籠
松
明
」
を
「
火
の
散
華
」
と
し
、 

季
語
の
お
水
取
を
奈
良
の
「
余
寒
」
と
し
て
一
句
を
詠
ん
だ
。
面
白
い
句
だ
と
思
う
。 

康
敏
さ
ん
・
・
東
大
寺
二
月
堂
、
大
松
明
を
振
り
回
し
火
の
粉
が
群
衆
に
降
っ
て
く
る
。
火
事
に
な
ら
な 
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い
か
リ
ス
キ
ー
な
祭
り
だ
。
こ
の
頃
は
寒
い
こ
と
が
多
い
。「
お
水
取
り
が
終
わ
ら
へ
ん 

と
、
ほ
ん
ま
の
春
は
来
い
へ
ん
」 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
お
水
取
り
の
行
事
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
関
西
で
は
此
れ
が
済
む
と
春
が
き
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
・
大
阪
の
独
身
時
代
会
社
帰
り
に
奈
良
へ
行
き
底
冷
え
で
震
え
な
が
ら
焚
火
で
暖
を
と
り
夜 

更
か
し
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
激
し
い‶

達
陀
〟
の
行
は
見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

十
点
句 

 

野
焼
の
火
風
を
孕
み
て
咆
哮
す 

 
 

孤
舟 

 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
擬
人
法
が
成
功
す
る
例
は
少
な
い
が
、
当
句
に
は
迫
力
を
、
む
し
ろ
恐
怖
さ
え
感
じ
る
。 

野
焼
は
森
林
火
災
や
大
気
汚
染
の
リ
ス
ク
に
よ
り
禁
止
だ
が
、
宗
教
的
理
由
な
ど
あ
れ
ば 

許
可
さ
れ
る
。 

参
考
『
野
焼
の
火
炎
と
な
り
て
風
に
乗
り 

西
村
和
江
』 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
淀
川
の
川
原
の
葭
を
焼
く
の
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
正
に
火
が
一
気
に
吠
え
て
怖
か
っ
た 

で
す
！ 

天
牛
さ
ん
・
・
・
火
勢
が
強
く
な
る
と
こ
わ
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

九
点
句 

◎
薄
氷
（
う
す
ら
ひ
）
を
つ
い
割
っ
て
み
る
陽
ざ
し
か
な 

 

亜
也 

 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
氷
に
な
り
た
て
の
水
の
幕
た
る
薄
氷
。
子
供
に
帰
っ
て
ち
ょ
っ
と
苛
め
て
み
た
く
な
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
薄
氷
（
う
す
ら
い
）
っ
て
見
る
と
何
故
か
割
っ
て
み
た
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
日
差
し
が
暖
か 

く
感
じ
ら
れ
る
気
分
の
良
い
日
は
な
お
さ
ら
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
薄
く
張
っ
た
氷
を
い
た
ず
ら
気
分
で
傘
の
先
で
つ
つ
い
て
割
っ
て
み
る
。
な
ん
と
な
く
春 

の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

八
点
句 

◎
永
き
日
を
船
ゆ
っ
た
り
と
軋
み
合
う 

     
 

び
ん 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
の
ど
か
な
麗
ら
か
な
春
の
日
を
浴
び
て
、
係
留
の
綱
が
ゆ
っ
た
り
と
伸
び
縮
み
軋
む
。 

く
に
お
さ
ん
・
・
い
か
に
も
春
の
の
ん
び
り
と
し
た
一
日
の
感
じ
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
ゆ
っ
た
り
と
軋
む
が
い
い
で
す
ね
。 

野
仏
は
伏
し
目
が
ち
な
り
余
寒
か
な 

 
 
 

け
い
子 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
た
野
仏
、
初
め
か
ら
で
あ
ろ
う
が
薄
く
刻
ん
だ
目
は
少
し
下
を
見
て
い 

る
。
余
寒
と
の
取
り
合
わ
せ
が
良
い
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
野
の
仏
様
が
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
お
顔
が
は
っ
き
り
し
な
く
な
っ
た
の
を
伏
し
目
が
ち 

と
上
手
く
表
現
し
て
い
る
。 

 
 

七
点
句 

 

露
天
風
呂
頬
に
春
風
目
に
は
富
士 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
伊
豆
の
温
泉
郷
で
し
ょ
う
か
。
中
七
の‶

頬
に
春
風
〟
が
心
地
よ
い
一
句
に
仕
上
げ
ま
し
た
。 

羨
ま
し
い
佳
句
。 

 

六
点
句 

 

春
潮
を
零
し
活
魚
の
運
搬
車 

 
 
 
 
 
 
  

孤
舟 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
見
過
ご
し
て
し
ま
い
勝
ち
の
景
を
よ
く
捉
え
て
い
る
と
。
春
潮
が
効
い
て
い
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
活
気
が
交
錯
す
る
魚
河
岸
で
の
写
生
句
。「
春
潮
を
零
し
」
の
大
胆
な
表
現
に
詩
的
効
果
を 

感
じ
る
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
特
選
、
活
気
を
感
じ
ま
し
た
。
季
語
が
良
い
で
す
ね
！
妹
が
中
央
市
場
の
魚
屋
に
嫁
い
だ
の 

で
、
長
年
美
味
し
い
魚
介
類
を
食
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
値
段
が
高
く
な
り
驚
い 

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

  

啓
子
さ
ん
・
・
・
活
魚
を
運
ぶ
特
殊
車
両
か
ら
水
が
滴
り
落
ち
て
い
る
。
そ
う
、
そ
れ
は
春
の
海
の
水
！ 
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春
の
陽
が
零
れ
る
水
と
魚
の
鱗
を
キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
る
感
じ
が
し
て
美
し
い
。 

木
の
芽
和
よ
そ
ふ
小
鉢
を
決
め
て
を
り 

 
  

と
み
子 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
久
し
ぶ
り
の
春
の
味
覚
を
味
わ
え
る
心
の
は
ず
み
。
こ
の
味
覚
に
相
応
し
い
食
器
を
選
ぶ
の 

も
楽
し
い
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
い
か
に
も
食
通
ら
し
い
、
男
料
理
の
人
を
想
像
し
ま
し
た
。
さ
て
、
酒
は
？ 

武
蔵
野
の
名
残
と
ど
め
て
霜
柱 

 
 
 
 
 
   

國
護 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
朝
日
の
中
で
、
繊
細
に
輝
く
霜
柱
の
美
し
さ
が
目
に
浮
か
ぶ
。
自
然
主
義
の
独
歩
の
『
武
蔵 

野
』
が
思
い
出
さ
れ
る
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
霜
柱
は
、
都
内
で
は 

見
な
く
な
り
ま
し
た
。
中
七
が
、
よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
武
蔵
野
の
面
影
を
残
す
と
こ
ろ
で
霜
柱
を
見
つ
け
、
か
っ
て
の
武
蔵
野
の
風
情
が
感
じ
ら 

れ
る
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
学
生
時
代
東
松
原
の
叔
母
の
家
の
庭
に
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
当
時
そ
う
寒
い
と
は
思
い
ま 

 
 
 
 
 
 
 

せ
ん
で
し
た
。 

 

五
点
句 

春
疾
風
さ
っ
そ
う
バ
イ
ク
の
若
き
僧 

 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
お
彼
岸
の
お
坊
さ
ん
は
忙
し
い
。
疾
風
の
ご
と
く
走
り
行
く
。 

春
泥
に
草
鞋
は
く
と
や
丹
波
牛 

 
 
 
 
   

と
み
子 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
私
は
戦
争
末
期
に
京
都
の
丹
波
で
育
ち
ま
し
た
。
こ
こ
は
今
で
も
松
茸
や
黒
豆
な
ど
、
美
味 

し
い
も
の
を
大
切
に
育
て
、
京
や
全
国
に
供
給
し
て
い
ま
す
。 

牛
も
愛
情
を
持
っ
て
育
て
ら 

れ
る
の
で
し
ょ
う
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・
牛
が
草
履
を
は
く
と
い
う
光
景
は
、
現
実
の
牛
の
役
務
な
の
か
、
な
に
か
の
メ
タ
フ
ァ
ー
な
の 

か
存
じ
上
げ
な
い
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
不
思
議
な
光
景
が
目
に
浮
か
び
ま
し
た
。
作
者
の
方
は 

き
っ
と
。
幅
広
い
題
材
に
造
詣
が
深
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
ね
。 

◎
涅
槃
図
の
末
席
の
象
鼻
を
上
ぐ 

 
 
 
 
 
 

と
み
子 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
釈
迦
入
滅
に
悲
し
む
在
俗
の
人
々
、
諸
菩
薩
、
鳥
獣
の
な
か
、
象
だ
け
が
鼻
を
持
ち
上
げ
て 

弔
意
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
涅
槃
の
釈
迦
を
悲
し
み
、
送
る
動
物
た
ち
の
末
席
に
象
が
小
さ
く
な
っ
て
？
か
し
こ
ま
っ
て 

い
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
か
。 

◎
重
な
り
て
盛
上
が
る
絵
馬
梅
日
和 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
湯
島
天
神
の
合
格
祈
願
の
絵
馬
は
夥
し
い
数
吊
る
さ
れ
て
い
る
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
湯
島
天
神
か
、
大
宰
府
か
。
合
格
祈
願
の
絵
馬
が
重
な
っ
て
盛
り
上
が
る
ま
で
に
。
受
験
シ
ー 

ズ
ン
真
っ
盛
り
な
が
ら
梅
匂
う
早
春
の
景
色
。 

初
音
聞
く
法
然
院
の
方
丈
に 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
敏 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
鄙
び
た
山
門
の
法
然
院
に
魅
か
れ
て
い
ま
す
が
、
初
音
が
聞
け
る
と
は
何
と
も
羨
ま
し
い
。 

故
郷
の
梅
咲
く
便
り
帰
心
湧
く 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
暫
く
帰
っ
て
い
な
い
の
で
す
ね
。
梅
の
香
り
と
共
に
、
あ
の
頃
の
こ
と
な
ど
が
、
次
々
と
浮
か 

ん
で
き
ま
す
。
便
り
は
何
方
か
ら
で
し
ょ
う
？ 

春
め
き
て
改
札
口
に
待
ち
合
は
す 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

孝
岳
さ
ん
・
・
・
春
の
到
来
と
共
に
草
木
、
風
、
陽
の
光
、
人
の
様
子
ま
で
全
て
の
も
の
が
生
き
生
き
と
感
ぜ
ら 

れ
て
浮
き
浮
き
と
外
へ
出
て
無
性
に
人
に
会
い
た
く
な
る
様
子
が
良
く
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
津
軽
鉄
道
線
、
芦
野
公
園
駅
。
久
留
米
絣
の
モ
ン
ペ
の
娘
が
両
手
に
荷
物
。
口
に
挟
ん
だ
切
符 

に
改
札
の
美
少
年
駅
員
が
鋏
を
入
れ
る
シ
ー
ン
が
「
津
軽
」（
太
宰
治
）
に
あ
る
。
改
札
を
通
過 
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す
る
客
も
春
の
装
い
。 

◎
菜
の
花
の
揚
げ
ら
れ
て
な
ほ
ほ
ろ
苦
し 

 
 
    

啓
子 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
菜
の
花
は
ど
う
調
理
さ
れ
て
も
本
来
の
ほ
の
苦
さ
は
失
わ
れ
な
い
。 

◎
い
っ
と
き
を
樹
々
に
化
粧
す
春
の
雪 

 
 
 
   

啓
子 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
春
の
淡
雪
ゆ
え
、
一
瞬
木
々
を
彩
る
が
、
瞬
く
間
に
消
え
失
せ
て
し
ま
う
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
木
々
に
薄
っ
す
ら
と
積
る
雪
を
、
化
粧
す
る
様
子
に
見
立
て
て
い
て
面
白
い
。 

 

四
点
句 

  

縄
跳
び
が
出
来
て
孫
に
も
春
来
た
る 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

※
※
康
敏
さ
ん
・
・
・
縄
跳
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
お
孫
さ
ん
を
褒
め
る
句
。
「
縄
跳
」
は
冬
の
季
語
で
す 

が
、「
春
来
た
る
」
が
明
ら
か
に
主
季
語
な
の
で
、
季
重
な
り
は
問
題
無
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
当
句 

会
で
は
孫
を
詠
ん
だ
句
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
可
愛
い
の
で
当
然
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
多
く
の
入
門
書
に 

孫
の
句
は
作
る
な
と
あ
り
ま
す
。「
孫
」
の
名
句
な
し
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
べ
た
可
愛
が
り
で
は
詩
的
昇 

華
は
期
待
出
來
な
い
と
の
こ
と
が
理
由
で
す
。 

冬
深
し
老
舗
雑
誌
も
休
止
と
か 

 
 
 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
こ
れ
も
、
出
版
不
況
の
な
せ
る
ワ
ザ
か
。
愛
読
し
て
き
た
良
い
雑
誌
の
休
刊
の
方
に
寒
さ 

が
ひ
と
し
お
沁
み
る
。
冬
深
し
に
こ
も
る
実
感
。 

マ
ク
ベ
ス
に
魔
女
の
甘
言
春
隣 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 

 
  

啓
子
さ
ん
・
・
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
を
ご
覧
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。
魔
女
の
予
言
の
場
面
が
印
象
的
で
い 

ら
し
た
か
、
雰
囲
気
の
あ
る
こ
の
季
語
を
良
く
合
わ
せ
ら
れ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

湖
の
果
て
比
良
の
残
雪
夕
陽
中 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
琵
琶
湖
の
西
、
比
良
山
の
残
雪
が
夕
日
に
映
え
て
い
る
。
美
し
い
句
で
あ
る
。「
比
良
の 

暮
雪
」
は
近
江
八
景
の
一
つ
。 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
琵
琶
湖
か
ら
残
雪
の
山
々
を
望
む
雄
大
な
景
色
が
目
に
浮
か
ぶ
、
良
い
写
生
句
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
近
江
八
景
の
「
比
良
の
暮
雪
」
に
春
の
訪
れ
。
三
段
切
れ
気
味
な
の
が
気
に
な
る
が
。 

老
い
て
な
ほ
チ
ョ
コ
待
つ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日 

 
  

昇 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
今
年
は
い
く
つ
き
ま
し
た
か
？
現
役
時
代
は
ギ
リ
チ
ョ
コ
で
も
や
は
り
嬉
し
く
、
家
に 

 
 
 
 
 
 
 

 

持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。 

路
地
裏
の
一
隅
照
ら
す
犬
ふ
ぐ
り 

 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
路
地
裏
の
一
隅
で
な
く
て
も
犬
ふ
ぐ
り
は
美
し
い
。 

春
う
ら
ら
パ
ン
ケ
ー
キ
屋
に
列
長
し 
 
 
 
   

啓
子 

 
 
 

く
に
お
さ
ん
・
・
店
の
中
か
ら
焼
き
た
て
の
パ
ン
の
香
り
と
明
る
い
春
日
の
中
で
順
番
を
待
つ
長
い
人
の 

列
。
き
っ
と
、
人
気
の
パ
ン
ケ
ー
キ
屋
の
だ
ろ
う
。
春
の
気
分
が
よ
く
出
て
い
る
。 

正
明
さ
ん
・
・
女
性
の
方
の
句
、
と
了
解
し
ま
し
た
。
本
当
に
「
春
う
ら
ら
」
の
光
景
で
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
ア
メ
リ
カ
に
頻
繁
に
旅
に
出
た
頃
、
朝
の
ホ
テ
ル
の
パ
ン
ケ
ー
キ
に
ま
さ
る
朝
食
は
あ 

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

◎
芝
の
上
に
か
ぎ
ろ
ひ
立
て
る
陽
ざ
し
か
な 

 
 
   

亜
也 

 
 

 

 
 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
早
春
の
大
気
と
光
の
様
子
が
的
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

春
告
魚
寄
す
江
差
余
市
は
群
来
と
か
や  

 
 
 
  

亜
也 

 
 

 

恵
洲
さ
ん
・
・
・
鰊
の
群
来
が
久
方
ぶ
り
に
北
海
道
に
見
ら
れ
た
の
か
。
本
当
な
ら
ソ
ー
ラ
ン
節
を
地
で
行 

く
朗
報
。 
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三
点
句 

 

◎
昨
今
の
鬼
は
強
盗
豆
を
撒
く 

 
 
 
 
 
      

忠
彦 

 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
最
近
の
凶
悪
犯
罪
を
う
ま
く
風
刺
し
て
い
る
。 

初
雪
や
消
え
て
も
喜
び
残
り
け
り 

 
 
 
       

忠
彦 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
忘
れ
ず
に
一
旦
は
舞
い
降
り
て 

下
さ
っ
た
か
と
感
銘 

※
※
康
敏
さ
ん
・
・
・
「
や
」「
け
り
」
と
切
字
の
併
用
は
タ
ブ
ー
で
す
。
中
七
の
字
余
り
も
避
け
ね
ば
。 

ま
た
、
上
五
に
「
初
雪
や
」
と
切
字
を
使
う
な
ら
、
中
七
・
下
五
は
初
雪
と
違
う
内
容
に
し
て
、
取
合
わ
せ 

の
句
に
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
『
初
雪
や
仏
と
少
し
昼
の
酒 

星
野
椿
』 

心
中
は
あ
つ
さ
り
演
ず
春
芝
居 

 
 
 
 
 

 
  

五
郎
太 

 
 

 

隆
さ
ん
・
・
・
心
中
、
身
投
げ
は
美
を
高
め
る
。
観
劇
者
に
は
肩
透
か
し
だ
っ
た
か
。 

「
心
中
は
さ
ら
り
と
過
ぎ
し
春
芝
居
」
で
も
。 

紀
久
男
・
・
・
江
戸
の
心
中
も
の
は
確
か
に
こ
の
通
り
。
上
方
は
浄
瑠
璃
か
ら
取
っ
た
も
の
な
の
で
ご
て
ご 

て
と
し
つ
こ
い
。
あ
っ
さ
り
と
は
、
あ
く
ま
で
も
江
戸
の
心
中
も
の
で
す
。 

 
 

春
た
ち
ぬ
イ
ン
ド
更
紗
の
紅
き
縞 

 
 
 
 
 

 

五
郎
太 

 

康
敏
さ
ん
・
・
・
生
命
力
の
根
源
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
更
紗
の
赤
と
、
幾
多
の
生
命
が
生
ま
れ
る
春
と
の
調 

和
の
妙
。 

春
な
の
に
ギ
プ
ス
に
自
由
を
奪
わ
れ
て 

 
 
 

 
 

千
恵 

 
 

 

と
み
子
さ
ん
・
・
お
け
が
に
も
拘
ら
ず
句
会
に
出
席
さ
れ
た
精
神
力
が 

こ
の
句
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。 

厄
落
と
し
大
き
な
声
で
「
鬼
は
外
」 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

隆
・
・
・
厄
落
と
し
の
必
死
さ
。「 

」
は
な
く
て
も
。 

 
 
 

晴
れ
わ
た
る
立
春
の
空
ス
ノ
ー
ム
ー
ン 

    

た
だ
し
げ 

 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
二
月
の
満
月
で
す
か? 

寒
空
に
何
と
も
言
え
な
い
爽
快
さ 

梅
咲
い
て
皆
口
々
に
兜
太
の
句 

 
 
 
 
     

康
敏 

 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
一
読
、
金
子
兜
太
の
代
表
句
「
梅
咲
い
て
庭
中
に
青
鮫
が
来
て
い
る
」
を
想
起
し
ま 

し
た
。
梅
と
青
鮫
の
取
り
合
わ
せ
の
発
想
が
凄
い
。
ぎ
ら
ぎ
ら
と
し
た
生
命
力
を
感 

じ
ま
す
。
と
て
も
凡
人
に
は
理
解
不
能
。
で
も
そ
こ
が
魅
力
で
何
故
か
引
き
込
ま
れ 

ま
す
。
幻
の
光
景
に
感
応
す
る
ざ
わ
め
き
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。 

◎
校
庭
の
声
が
聞
こ
え
る
雪
合
戦 

 
 
 
 
 
 
  

國
護 

 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
・
普
段
は
め
っ
た
に
雪
を
見
な
い
都
会
の
学
童
に
は
先
日
の
淡
雪
は
神
か
ら
の
授
か
り
も
の 

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。 

鴎
忌
（
か
も
め
き
）
や
鉄
鎖
に
舫
ふ
氷
川
丸 

  
 

び
ん 

 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
・
鴎
忌
が
三
好
達
治
の
命
日
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
金
澤
な
の
で
三
国
に
は
縁
が 

あ
り
三
好
達
治
の
詩
集
な
ど
読
ん
だ
な
あ
と
雪
深
い
北
陸
の
日
々
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

奥
深
く
隠
さ
れ
た
も
の
残
り
雪 

 
 
 
 
 
 
  

正
明 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
意
味
深
長
な
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。 

足
を
棒
目
を
皿
に
し
て
探
梅
行 

 
 
 
 
 
     

昇 
 
 

隆
・
・
・「
目
に
青
葉
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹
」
に
似
た
ア
イ
デ
ア
か
。 

麗
か
や
母
の
寝
顔
に
笑
み
浮
か
ぶ 

 
 
 
 
   

啓
子 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・ 

そ
の
時
の 

子
と
し
て
の
嬉
し
さ
が
、
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

紀
久
男
・
・
・
介
護
さ
れ
て
い
る
母
上
の
満
足
さ
れ
て
い
る
寝
顔
の
表
情
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

亡
き
妻
の
生
ま
れ
変
わ
り
や
梅
の
花 

 
 
 
    

規
雄 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
輪
廻
転
生
。
開
花
し
て
い
る
梅
に
出
会
っ
た
喜
び
か
。 
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初
午
や
鳥
居
の
赤
の
鮮
や
か
さ 

 
 
 
 
    

け
い
子 

 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
メ
ー
カ
ー
社
長
時
代
、
初
午
を
大
事
に
し
ま
し
た
。 

春
光
や
女
医
と
ア
ラ
ン
を
語
り
合
ふ 

 
 
 
 
  

天
牛 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
ア
ラ
ン
は19

世
紀
か
ら20

世
紀
に
か
け
て
の
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
、 

長
く
リ
セ
の
教
師
で
も
あ
っ
た
。
多
分
「
幸
福
論
」
の
こ
と
を
若
い
女
医
さ
ん
と
話
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。「
悲
観
主
義
は
気
分
、
楽
観
主
義
は
意
志
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
春
光

が
効
い
て
い
る
。 

昭
和
か
ら
非
戦
の
さ
け
び
菜
の
花
忌 

 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
近
年
、
世
間
に
物
申
す
大
人
が
め
っ
き
り
減
っ
た
。
司
馬
遼
太
郎
の
一
声
は
世
の
中
を
変 

え
そ
う
。「
非
戦
の
さ
け
び
」➡

「
非
戦
を
さ
け
ぶ
」
で
は
い
か
が
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
昭
和
の
時
代
か
ら
続
い
て
き
た
非
戦
の
誓
い
が
今
は
怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

 
 

紀
久
男
・
・
・
・
利
休
の
忌
日
と
し
て
の
菜
の
花
忌
は
旧
暦
２
月28

日
。
司
馬
遼
太
郎
の
忌
日
の
菜
の
花
忌 

は
未
だ
正
式
に
は
季
語
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
・
・
。 

※
※
五
郎
太
さ
ん
・
・
侘
茶
の
世
界
を
作
り
、
秀
吉
に
命
じ
ら
れ
自
害
し
た
千
利
休
の
忌
日
（
現
在
で
は
３
月 

２
８
日
）
に
は
利
休
を
偲
び
茶
室
に
菜
の
花
を
挿
し
ま
す
。
こ
の
日
は
昔
か
ら
「
菜
の
花
忌
」
と
呼
ば
れ 

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
こ
の
花
が
好
き
だ
っ
た
司
馬
遼
太
郎
の
忌
日
（
２
月
１
２
日
）
も
菜
の
花
忌
と
い 

う
よ
う
で
す
が
、
新
し
い
季
語
と
し
て
定
着
さ
せ
る
の
に
は
い
さ
さ
か
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。 

 

二
点
句 

 

宿
酔
を
醒
ま
す
ボ
ル
シ
チ
蜆
汁 

 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男 

 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
二
日
酔
い
に
蜆
汁
は
定
番
な
れ
ど
ロ
シ
ア
の
ス
ー
プ
も
一
役
担
う
と
は
・
・ 

紀
久
男
（
自
解
）
・
・
大
阪
時
代
に
堺
筋
の
明
治
屋
で
昼
食
。
二
日
酔
に
良
く
効
く
の
で
す
。
ボ
ル
シ
チ
は 

元
来
ウ
ク
ラ
イ
ナ
発
祥
の
料
理
で
す
。 

春
な
れ
や
虎
狂
（
と
ら
き
ち
）
一
家
の
血
が
騒
ぐ 

 

紀
久
男 

 
 

 

龍
平
さ
ん
・
・
・15

年
ぶ
り
監
督
岡
田
に[

ソ
リ
ャ
ソ
ウ
ヨ∥

 

ダ
カ
ラ 

ダ
カ
ラ]
の
連
発
は
も
う
無
し
で 

す
よ
。 

何
を
言
わ
ん
と
す
る
か
よ
う
解
り
ま
す
が
・
・ 

そ
こ
で
、 

=

負
け
出
す
と
夏
虎
騒
動
甲
子
園 

1984

年
弊
社H

社
長
の
新
婚
祝
を
大
阪
玉
造
の
新
居
に
お
届
け
に
行
っ
た
時
は
ま
だ
ピ
カ 

ピ
カ
の
純
心
若
虎
で
し
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
も
う
す
ぐ
プ
ロ
野
球
が
始
ま
る
。
一
家
そ
ろ
っ
て
の
タ
イ
ガ
ー
ス
フ
ァ
ン
、
さ
ぞ
か
し
待
ち 

遠
し
く
血
が
騒
ぐ
こ
と
だ
ろ
う
。
我
が
家
で
は
関
西
出
身
の
妻
が
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て 

い
る
。 

雀
隠
れ
仔
犬
は
鎖
外
さ
れ
て 
 
 
 
 
 
 
    

孤
舟 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・「
雀
隠
れ
」
と
い
う
珍
し
い
季
語
と
、
鎖
を
外
さ
れ
嬉
し
く
て
跳
ね
回
る
仔
犬
と
の
対
比 

が
面
白
い
。 

公
園
に
幼
児
の
声
や
梅
香
る 

 
 
 
 
 
 
 
   

正
明 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
・
公
園
か
ら
今
ま
で
聞
こ
え
な
か
っ
た
幼
子
の
声
が
聞
こ
え
始
め
、
春
の
訪
れ
を
上
手
く 

表
現
し
て
い
る
。 

 

一
点
句 

 

転
ば
ぬ
よ
う
達
磨
見
な
ら
ふ
梅
見
坂 

 
 
 

  

紀
久
男 

 
 
 

 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
ダ
ル
マ
を
見
な
ら
う
と
は
愉
快
で
す
な
。
今
回
の
ユ
ニ
ー
ク
賞
に
推
薦
致
し
ま
す
。
梅
見
坂 

が
こ
の
句
を
引
締
め
ま
し
た
。 
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氷
筍
の
透
き
通
っ
た
る
寒
さ
か
な 

 
 
 
   

た
だ
し
げ 

 
 
 

紀
久
男
・
・
・
季
重
り
で
す
が
捨
て
が
た
い
。 

庭
に
積
む
初
雪
眺
め
つ
酒
を
酌
む 

 
 
 
   

 

ゆ
た
か 

 
 

※
※
孤
舟
さ
ん
・
・
・
助
詞
「
つ
」（
完
了
）
と
「
つ
つ
」（
反
復
、
継
続
、
同
時
性
）
は
別
物
で,

「
つ
つ
」
を
省
略 

し
て
「
つ
」
で
代
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。 

→
 

初
雪
な
が
め
つ
つ
（
９
音
） 

或
い
は
「
つ
」
を
外 

し 
→

「
初
雪
眺
め
」（
７
音
）
で
も
「
初
雪
を
眺
め
な
が
ら
」
と
い
う
意
は
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。 

芝
に
雪
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
赤
ワ
イ
ン 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 

紀
久
男
・
・
・
芝
居
や
オ
ペ
ラ
を
Ｔ
Ｖ
で
鑑
賞
し
な
が
ら
純
米
酒
や
コ
ニ
ャ
ッ
ク
を
呑
む
と
き
は
至
福
の
刻 

で
す
。 

流
鏑
馬
の
馬
場
は
田
中
や
梅
二
月 

 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 

紀
久
男
・
・
・
「
田
中
や
」
は
、
田
ん
ぼ
の
中
と
い
う
意
味
と
思
い
ま
す
。
現
地
を
見
な
い
と
分
か
ら
な
い 

方
々
も
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
「
田
ん
ぼ
」
と
さ
れ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

友
を
待
ち
冬
枯
れ
庭
に
温
（
ぬ
く
）
さ
が
す 

 
  

 

雅
夫 

 
 

紀
久
男
・
・
・
季
重
り
で
す
が
捨
て
が
た
い
。 

 

 
 
 
 

     
 

     
 

     
 

     

【
次
回
青
葉
会
予
定
】 

 
 

 

令
和
五
年
三
月
二
十
三
日
（
木
） 

 

時
間
：
十
三
時
～
十
六
時
半 

 

会
場
： 

三
軒
茶
屋 

し
ゃ
れ
な
あ
ど
（
世
田
谷
区
施
設
）
４
階
会
議
室 

◇
参
加
者
は
当
季
雑
詠
５
句
。
投
句
は
２
句
ま
で
。 

前
回
の
事
前P

C

入
力
に
よ
る
清
記
、
句
会
当
日
に
は
、
入
力
原
稿
の
確
認
後
、
す
ぐ
に
選
句
に
か
か
る
方
法 

が
時
間
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
こ
の
ま
ま
句
会
日
に
先
立
ち
、
参
加
者 

の
出
句
予
定
句
及
び
投
句
を
当
方
に
頂
戴
し
て
の
句
会
開
催
と
致
し
ま
す
。 

締
切
：
三
月
二
十
一
日
（
火
）
中
。 

出
句
・
投
句
は
今
井
宛FAX

、
或
い
は
星
田
メ
ー
ル
或
い
はFAX

（03-3421-9772

）
宛
頂
戴
で
き
れ
ば
事

前
に
清
記
に
反
映
致
し
ま
す
。 

尚
、
当
日
ご
出
席
の
方
で
、
し
ゃ
れ
な
あ
ど
の
場
所
が
初
め
て
の
か
た
は
、
星
田
ま
で
お
電
話
を
頂
戴
出

来
れ
ば
ご
説
明
致
し
ま
す
。
田
園
都
市
線
三
軒
茶
屋
の
駅
出
口
は
北
口
左
階
段
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
お
電

話
い
た
だ
け
れ
ば
お
迎
え
に
上
が
り
ま
す
。
遠
慮
な
く
お
申
し
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

☆
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど
所
在
地 

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂2-16-7 

宝
く
じ
売
り
場
が
目
印
の
ビ
ル 

☆
星
田
携
帯
電
話 

 
080-8870-8201 

 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

※ 

青
葉
会
報 

一
、 

今
回
は
孤
舟
選
者
以
下
日
頃
は
投
句
に
甘
ん
じ
て
お
ら
れ
た
昇
さ
ん
の
出
席
も
見
て1

3

名
の
参
加
。
最
長

老
の
天
牛
さ
ん
等
に
よ
る1

2

名
の
会
員
か
ら
の
投
句
、
全
９
３
句
に
て
の
句
会
と
な
り
ま
し
た
。
句
会
前

に
啓
子
さ
ん
が
出
句
一
覧
を
作
成
、
当
日
参
加
者
に
は
現
地
に
て
配
布
、
出
句
に
つ
い
て
確
認
後
、
た
っ
ぷ

り
時
間
を
と
っ
て
の
選
句
、
そ
の
後
の
各
人
の
発
表
と
い
う
段
取
り
と
相
成
り
ま
し
た
。
い
つ
も
の
五
郎
太

さ
ん
の
見
事
な
捌
き
役
で
、
孤
舟
さ
ん
、
盛
雄
さ
ん
、
亜
也
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
、
け
い
子
さ
ん
が
好
成
績
で

し
た
。 
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今
回
は
新
た
に
参
加
さ
れ
た
方
が
お
二
方
居
ら
れ
、
ま
ず
は
選
句
か
ら
の
ご
参
加
で
し
た
。
く
す
を
（
梅

崎
哲
雄
）
さ
ん
、
百
合
子
（
古
川
百
合
子
）
さ
ん
で
、
こ
の
お
二
方
は
昭
和4

4

年
丸
紅
入
社
で
す
。
今
後

は
ご
出
席
、
ご
投
句
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

小
生
は
寄
贈
（
万
里
子
先
生
は
「
差
し
入
れ
」
と
い
う
言
葉
は
刑
務
所
で
使
う
言
葉
で
あ
る
か
ら
一
般
に

は
使
わ
な
い
と
厳
格
で
し
た
）
の
純
米
大
吟
醸
「
加
賀
鳶
」（
金
澤
）、「
菊
水
の
辛
口
」（
新
発
田
）
、
大
吟

醸
幻
の
瀧
（
黒
部
）
、
蓬
莱
（
飛
騨
高
山
）
に
、
と
み
子
さ
ん
、
亜
也
さ
ん
、
啓
子
さ
ん
等
か
ら
の
銘
菓
や

お
つ
ま
み
を
堪
能
、
酩
酊
状
態
で
居
眠
り
。
お
か
げ
で
、
丸
紅
と
伊
藤
忠
の
日
経
新
聞
見
開
き
二
頁
全
面
広

告
を
持
参
し
た
も
の
の
回
覧
し
て
話
題
に
す
る
こ
と
を
失
念
す
る
と
い
う
お
恥
ず
か
し
い
次
第
で
し
た
。 

 

二
、
関
係
者
近
詠 

マ
ス
ク
裡
に
讃
美
歌
ハ
ミ
ン
グ
介
護
中 

 
 
 

眞
希
子 

 

防
空
壕
掘
っ
て
置
か
ね
ば
十
二
月 

 
 
 
 

陽
亮 

ら
ふ
そ
く
の
み
新
調
疫
下
の
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 

仝 
 

妻
の
病
の
原
因
（
も
と
）
は
吾
に
と
塞
ぐ
冬 

 

仝 

立
替
へ
の
端
数
は
献
金
石
蕗
の
花 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

大
マ
ス
ク
け
ふ
三
日
目
の
無
精
髭 

 
 
 
 
 

仝 

旅
の
扉
に
「
信
濃
毎
日
」
雪
の
朝 

 
 
 
 
 
 

弘
子 

 

鬱
病
を
疑
う
て
ゐ
る
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

諏
訪
の
空
き
り
り
と
引
き
て
鷹
一
姿 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

ま
だ
青
き
ま
ま
実
千
両
た
わ
わ
な
り 

 
 

紀
久
男 

御
柱
の
曳
き
跡
著
し
冬
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

芝
居
は
ね
元
炭
団
屋
の
居
酒
屋
に 

 
 
 
 
 

仝 

旧
道
の
布
団
屋
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 

 
 
 
 
 

仝 
 

柚
子
湯
浴
び
放
心
し
て
る
夕
餉
か
な 

 
 
 
 

仝 

き
ょ
ろ
ん
と
鳴
る
眠
り
人
形
室
の
花 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
―

―

以
上
「
森
の
座
」
三
月
号 
（
横
澤
放
川 

選
）―

―
―

 

  
 初

旅
の
大
き
な
夢
に
無
人
島 

 
 

 
 

 
 
 
 

盛
雄 

 

振
袖
の
乙
女
に
囲
ま
れ
初
電
車 

 
 
 
 
 

健
介 

自
分
史
の
新
た
な
ペ
ー
ジ
八
十
の
春 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

初
飛
行
単
身
生
活
へ
戻
り
行
く 

 
 
 
 
 
 

仝 

心
友
千
草
捷
氏
へ
の
追
悼
三
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
ら
が
村
の
冬
の
星
座
は
日
本
一 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

難
聴
の
友
の
急
逝
山
眠
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

寄
席
は
ね
て
花
び
ら
餅
を
手
み
や
げ
に 

 

紀
久
男 

 
 
 

前
夜
ま
で
妻
と
の
対
話
三
日
逝
く 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

快
癒
し
て
自
ら
祝
ふ
燗
の
酒 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 
 

雲
上
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
へ
旅
立
ち
ぬ 

 
 
 
 
 
 

仝 
 

妻
誘
ひ
天
神
御
供
（
ご
く
）
に
絵
馬
納
め 

 
 

仝 

 
 
 

（
大
阪
時
代
庄
司
さ
ん
含
め
テ
ニ
ス
仲
間
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（2

月2
5

日 

菅
公
忌
） 

 
 
 
 

ハ
ン
ブ
ル
グ
支
店
長
就
任
の
送
別
テ
ニ
ス
会
を 

 
 
 
 

ア
ン
ツ
ー
カ
ー
の
西
宮
甲
東
荘
コ
ー
ト➡

宝
塚
荘
へ
。 

 
 
 
 

忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。
紀
久
男
記
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
―
―

―

以
上
「
き
さ
ら
ぎ
句
会
」
二
月―

―
―

―
―
―

―
―
―
―

―
 

孤
舟
選
者
近
詠 

紅
葉
散
る
譜
面
の
音
符
散
る
ご
と
く 

 
 
 
 

上
州
の
風
に
締
ま
り
て
懸
大
根 

 
 
 
 

落
葉
降
る
ひ
と
り
で
臨
む
死
の
や
う
に 

 
 
 
 

紺
碧
を
一
刀
断
ち
に
鷹
飛
翔 

 
 
 
 

冬
落
暉
扇
畳
み
に
山
暮
る
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
五
年
三
月
十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紀
久
男
記 
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